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経団連・東経連 オンライン懇談会の開催結果について 
 

（一社）東北経済連合会（会長 海輪 誠）は、毎年、（一社）日本経済団体連合

会との懇談会を開催し、直面する経済の諸課題について議論しておりますが、今年度

は、新型コロナ感染状況を踏まえ、中止といたしました。 

報道機関に公開しての大規模な懇談会に代え、本日、十倉会長はじめ経団連首脳と

オンライン形式で意見交換を行いましたので、概要をお知らせいたします。 

 

記 
 

≪経団連・東経連 オンライン懇談会≫ 
 
○日 時：2021 年 10 月 7 日（木）14：00～16：00 
○会 場：ZOOM ウェビナー 
○出席者（敬称略）： 
【経団連 12 名】 
十倉 雅和 会長（住友化学会長） 
古賀 信行 審議員会議長（野村ホールディングス特別顧問） 
隅  修三 副会長（東京海上日動火災保険相談役） 
冨田 哲郎 副会長（東日本旅客鉄道会長） 
片野坂真哉 副会長（ANA ホールディングス社長） 
杉森  務 副会長（ＥＮＥＯＳホールディングス会長） 
中村 邦晴 副会長（住友商事会長） 
渡邉光一郎 副会長（第一生命ホールディングス会長） 
大橋 徹二 副会長（コマツ会長） 
安永 竜夫 副会長（三井物産会長） 
東原 敏昭 副会長（日立製作所会長） 
久保田政一 副会長・事務総長 

【東経連 13 名】 
海輪  誠 会長（東北電力相談役） 
藤﨑三郎助 副会長（藤崎社長） 
佐藤  潤 副会長（ホテル佐勘会長） 
渡邊 博美 副会長（福島県商工会議所連合会会長） 
若井敬一郎 副会長（青森県商工会議所連合会会長） 
谷村 邦久 副会長（岩手県商工会議所連合会会長） 
福田 勝之 副会長（新潟県商工会議所連合会会頭） 
白根 武史 副会長（トヨタ自動車東日本会長） 
千葉 嘉春 副会長（東北建設業協会連合会会長） 
北村 清士 副会長（東邦銀行相談役） 
村上ひろみ 副会長（北洲社長） 
阿部  聡 副会長（常勤） 
小林 正明 専務理事 

 

（担当）東経連総務企画グループ 乗田（のりた）  

TEL 022-397-6285 E-mail k-norita@tokeiren.or.jp 

お知らせ先：東北電力記者クラブ（仙台）、経済団体記者会（東京） 



２０２１年１０月７日 

 東 北 経 済 連 合 会 

日本経済団体連合会 

 

経団連・東経連首脳によるオンライン懇談会（開催結果） 

 

１．挨 拶（経団連・十倉会長） 

新型コロナを契機とした働く場所と暮らす場所の多様化の流れは、ウィズ・ポスト

コロナにおける地方の新たな成長につながる可能性を秘めており、経団連としても、

発災から 10 年が経過した東日本大震災からの復興支援のさらなる強化を図り、東北

の創生と魅力の向上を積極的に後押ししていきたい、と挨拶。 

 

２．東経連の取り組み説明（東経連・海輪会長） 

 東日本大震災からの復興、ポストコロナに向けた取り組み、カーボンニュートラル、

の 3点について説明。また、東北ハウス協力への御礼を申し述べた。風化や風評の防

止、首都圏人材の東北での兼業・副業や企業の本社移転について経団連のリーダーシ

ップを求めた。また、脱炭素社会と地域経済との両立について経団連と共に政策を考

えていきたい、と表明。 

 

３．懇 談 

（１）テーマ① 地域における魅力づくりの推進 

新型コロナの感染拡大を契機とする働く場所と暮らす場所の多様化を機に、テレ

ワークや副業・兼業等、首都圏から地方への人の流れが注目されている。 

 こうした観点から、東経連側は東北・新潟でのテレワークや兼業・副業の推進に

フォーカスした「デュアルライフ東北」の進捗状況を説明、経団連側は昨年公表し

た地方創生に関する提言等に基づく取り組みの状況を報告するとともに、各社の兼

業・副業に関する取り組み状況や東日本大震災からの復興、風評被害の払拭につい

て意見が交わされた。 

 

（２）テーマ② 産業競争力の強化 

ウィズコロナで急速に機運が高まっているデジタル化・DXの推進、ポストコロナを

見据えた企業の競争力強化やイノベーションの創出に加え、2050 年カーボンニュー

トラル、2030年度 46％削減を達成するため、官民の総力を挙げた取り組みが必要と

なる。 

こうした観点から、東経連側は次世代放射光施設の整備推進、カーボンニュートラ

ルに関する課題認識を説明、経団連側はＤＸによる新たな成長に関して説明すると

ともに、地域でのデジタル化・ＤＸの推進や脱炭素に向けた取組推進について議論

を深めた。 



４．総 括 

結びに、経団連・十倉会長、東経連・海輪会長がそれぞれ会議を総括。十倉会長は、

「地方創生は最重要課題の一つ。東北とも密に連携しながら、成果を着実に積み上げ、

わが国全体の活力につなげていきたい」と話した。 

東経連・海輪会長は「本日は、デュアルライフ東北をはじめ具体的な取り組みにつ

いて、経団連から力強いコメントをいただいた。多様な働き方、本社機能の移転はじ

め“経済界の地方創生”がさらに進展するよう期待している」と述べ、意見交換を締

めくくった。 

 

以 上 

 


